

















































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 49号（2021 年 3月 5日）
（3）一人一社制について
　現在一人一社制が議論され始めている。高校の就職活動は大学生のそれとは違い，就職
協定に基づき一定の期間内で多くの内定を得られるように学校が職業安定所との取り決め
を交わすことにより，その間に入り就職を斡旋することが許されている。そのため学校の
進路指導担当や担任と本人および保護者が綿密な面談等を繰り返し，一人一社に絞って就
職試験に臨み，内定が取れない場合，次の一社を決め就職試験に再挑戦する。その後，あ
る一定期間を過ぎたら複数社志願ができるシステムとなっている。そのため，大学生のよ
うに会社訪問を幾社も重ね内定をいくつもとる，或いは全く取れないというような状況に
はならないのが普通である。高等学校内で就職先を絞ることが，自由度を奪っていないか，
不公平感を生んでいないか，また，不本意な就職となり早期離職につながるのではないか，
という意見も出ており，議論されることになった。高等学校の現場としては，現行制度を
支持しているが，大学生の就職協定がなくなる方向の中，どちらにしても，長所と短所が
生まれてくるであろう。また，今回のように新型コロナウイルス感染拡大で就職活動に不
安をきたす状況の中では，拙速に最初から複数社志願は混乱を招くことになろう。例年に
従い当初は一人一社制とし，ある一定期間後複数社志願に推移した方が就職試験を受験す
る生徒にとっても良いと考える。複数社志願制は今後よく議論をしていただき，就職活動
を行う高校生にとって最良の方法となることを期待したい。
４　おわりに
　今回の新型コロナウイルスの流行がいつ終息を見るのかわからないが，出てきた課題や
要望を今後に活かし，人生を大きく左右する就職や進学を生徒が夢に向かって目指せるよ
うに，採用する企業側，行政，送り出す学校側の三者が知恵を絞って進路活動が順調にす
すむようにしっかりと連携していかなければならないと考える。
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コロナ禍における工業高校生の進路指導の現状と課題
＜参考資料＞
・厚生労働省ホームページより
・「令和３年３月新規高等学校卒業者の就職に係る採用選考開始期日等の変更について」
より抜粋
・「令和２年度大学等卒業予定者の就職内定状況（10月１日現在）を公表します」より抜
粋
・「令和２年度高校・中学新卒者のハローワーク求人に係る求人・求職・就職内定状況を
公表します」より抜粋
・厚生労働省　神奈川労働局ホームページより
・「令和３年３月新規学校卒業者職業紹介状況 （令和２年10月末現在）」記者発表資料より
抜粋
・2019年度本論集第46号「工業高校における進路の現状と課題」より抜粋
